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主な内容 村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和2年11月1日現在

世帯数
人　口
男　性
女　性
面　積

３０３（±０）
４８９（－１）
２５１（－１）
２３８（±０）
274.22k㎡
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・国民健康保険税　  第5期
・後期高齢者医療保険料　第5期
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上北山村長選挙上北山村長選挙

任期満了に伴う「上北山村長選挙」は 12 月 1 日に告示され、12 月
6 日に投票が行われます。村長選挙は、わたしたちの代表として、これ
からの 4 年間の村政を担う首長を選ぶ大切な選挙です。村の将来を決
める貴重な 1 票を無駄にしないよう投票日には皆さんそろって投票しま
しょう。

次の（1）～（3）の要件を満たす人です。
（1）平成 14年 12月7日以前に出生した人。
（2）令和 2 年 8 月 30 日以前に上北山村に住民登録をし、引き続き 3

か月以上村内に居住している人。（ただし、投票日当日までに村
外へ転出された人は投票できません。）

（3）令和 2年 12 月 6日現在で、公職選挙法の規定による選挙権の停
止を受けていない人。

投票日 12月6日（日）
問い合わせ先　上北山村選挙管理委員会　☎2－0001

●投票できる人

投票所での投票時間は、午前 7 時から午後 6 時までです。投票所は、
村選挙管理委員会が郵送する「投票所入場券」に記載されています。投
票の際には、入場券を忘れずにお持ちください。
投票所では、受付が済むと投票用紙が渡されます。自分の選びたい「候
補者 1人の氏名」を書いて投票してください。
※体が不自由な人や字の読み書きができない人は、代理投票ができます。詳
しくは係員にご相談ください。

●投 票 時 間

投票日に仕事や冠婚葬祭などの予定のある人、何らかの用事があり投
票区の区域外に旅行や滞在が見込まれる人などは、期日前投票ができま
す。
・期間　12月2日（水）～12月5日（土）
・時間　午前 8時 30分～午後 8時
・場所　上北山村振興センター　2階会議室

●期日前投票

出稼ぎなどで村外に滞在している人は滞在先の市区町村の選挙管理委
員会で、不在者投票ができる施設として指定されている病院や老人ホーム
などに入院・入所している人は、施設内で不在者投票ができます。また、体が
不自由で投票所に行けない人は、あらかじめ「郵便等投票証明書」の交付を
受けることにより、自宅で郵便による方法で投票ができます。この方法で投
票ができる人は、身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険保険者証のい
ずれかをお持ちの人で、それぞれの定められた障害の程度にあてはまる人
に限られます。いずれも手続きに日数を要しますのでご注意ください。

●不在者投票

・日時　12月6日（日）午後8時から
・場所　上北山村振興センター　大集会室
※参観はできますが、会場の都合で人数等を制限する場合があります。

●開　　　票
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第13回　ふれあい祭り第13回　ふれあい祭り
　10 月 17 日（土）、上北山やまゆり学園体育館におい

て「第 13 回ふれあい祭り」が行われました。

　今年のふれあい祭りのテーマは「努力」で「全演目

で全力を尽くす」「後悔のない時間にしよう」と、園児・

児童・生徒全員の心を一つに、来場者に笑顔を届けよ

うと一生懸命頑張りました。

　やまゆり保育園からは園児たちが忍者姿に扮したお遊

戯「しゅりけんにんじゃ」が披露されました。

　小中学生からは村の伝統芸能「北山宮神楽」や 1 年

生の「くじらぐも」や 2 年生の「スイミー」などの劇が

披露されました。

　また、今 年 で 10 回 目 を 迎 える「DANCING　

EXILE　X」では集大成としてこれまで過去に披露され

た曲など10 曲をメドレーにダンスが披露されました。

　
11
月
4
日
（
水
）、
振
興
セ
ン
タ
ー
３
階
大
集
会
室
に
お
い
て
、

長
き
に
わ
た
り
本
村
の
観
光
協
会
長
を
務
め
ら
れ
た
更
谷
昌
美

氏
に
現
観
光
協
会
長
で
あ
る
髙
澤
昭
一
氏
よ
り
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
谷
氏
は
観
光
協

会
長
と
し
て
平
成
4

年
5
月
11
日
か
ら
令

和
2
年
6
月
29
日
ま

で
の
28
年
間
、
本
村

の
観
光
振
興
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　11月9日（月）、村消防団により村民への防火防災
意識の向上を目的に消防パレードが実施されました。
　パレードが終了すると河合河川敷駐車場にて消
防ポンプ等の点検や操作確認が行われました。

令和２年度上北山剣道クラブ
全日本剣道連盟認定段位審査合格者

感
謝
状
の
贈
呈

“火の用心”
消防パレードを行いました。

　令和２年に昇段された方は次のとおりです。（敬称略）

　【全日本剣道連盟主催（奈良市ならでん武道場）】

　　■令和２年８月１０日

　　　二段　田垣内　蓮（中３）　　初段　ハマン・ソーヤ

村の出来事Topics

“上北山村に生まれ育った”“大台ヶ原を訪れたことがある”方など、上北山村に“思い”のあるみな
さん、上北山村の発展のためにふるさと納税（寄附）のご協力をお願いします。
また、応援していただける親戚の方や知人をご紹介してください。

ふるさと納税って？
ふるさと納税は生まれ故郷はもちろん、お世話になった地域、これから応援したい地域へ寄
附をすることにより応援する制度で、地方公共団体（都道府県や市区町村）に寄付をしていた
だいた場合に、一定の限度まで個人住民税、所得税とあわせて税額控除する寄付金税制のこ
とです。

●額控除の内容
上北山村に対する寄付金のうち２千円を越える部分について、一定の限度まで所得税と個人住民税を合
わせて控除されます。
※寄付金控除を受けるためには、確定申告等が必要となります。控除額は、寄付者の家族構成や所　得
額などによって異なります。
●寄附の方法
　①寄附申込書を作成
　　◇役場に連絡して郵送を依頼　◇役場ホームページからダウンロード
　②寄附申込書の送付
　　◇郵送　◇ＦＡＸ　◇電子メール　◇持込
　③寄附をする
　　◇郵便振替　◇口座振替　◇現金書留　◇役場窓口
　　◇ふるさと納税ポータルサイト（ふるさとチョイス、楽天ふるさと納税）
　　※ふるさと納税ポータルサイトを利用する場合①、②の作業は不要です。
●問い合わせ先、申込先
　上北山村総務課　電話 ０７４６８-２-０００１　ＦＡＸ ０７４６８-３-０２６５
　〒６３９－３７０１　奈良県吉野郡上北山村大字河合３３０番地　E-MAIL furusato@vill.kamikitayama.lg.jp

ふるさと納税（寄附）にご協力ください
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総　務　費 ：庁舎の維持管理や地方創生、戸籍、徴税、選挙、監
査事務など村の総括的な事務に使ったお金

農林水産商工費：農林水産業、商工業、観光の振興などに使ったお金

民　生　費：社会福祉や医療助成など、安定した社会生活を保
証するために使ったお金

公　債　費：国などから借り入れたお金（村債）の返済などに
使ったお金

衛　生　費：健康診断や各種検診、ごみ処理など健康で衛生的
な生活環境を保つために使ったお金

土　木　費：道路、公営住宅などの整備や維持管理に使ったお金

教　育　費：小中学校、社会教育や保健体育など、教育各般に
使ったお金

消　防　費：消防や防災対策に使ったお金

繰　越　金 ：前年度から持ち越された余剰金

繰　入　金 ：基金から充当された資金

　令和元年度の一般会計・特別会計の決算が９月議会で認定されました。村民の皆さんが
納められた貴重な税金や国、県からの補助金などが、村づくりにどのように使われたのか、
村の決算の概要、財政の状況についてお知らせします。

令和元年度

　
歳
入
は
、前
年
度
よ
り
7
億
3
，9
5
9
万

6
千
円
の
増
額
で
、増
額
の
主
な
要
因
と
し

て
は
村
債
3
億
4
0
0
万
円
、国
庫
支
出
金

2
億
6
，0
5
1
万
6
千
円
の
増
額
で
、繰
越

し
事
業
で
あ
っ
た「
上
北
山
拠
点
施
設
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
」や
令
和
元
年
度
分
で
は

「
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム（
タ
ブ
レ
ッ
ト
各

戸
配
布
）事
業
」等
に
伴
い
増
額
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
3
5
．7
％
を
占
め
る
地
方
交
付

税
で
は
5
9
6
万
5
千
円
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。村
税
は
納
税
義
務
者
の
減
少
等
に

よ
り
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、村
民
税

（
個
人
・
法
人
）、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車

税
の
減
収
等
に
よ
り
前
年
度
よ
り
51
万
円

の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
増
減
と
し
て
、総
務
費
で
は

上
北
山
拠
点
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
等

に
よ
り
6
億
1
，3
6
4
万
8
千
円
の
増

額
、災
害
復
旧
費
で
は
、林
道
災
害
復
旧
費

等
に
よ
り
7
，2
4
4
万
6
千
円
の
増
額
、

消
防
費
で
は
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム（
タ

ブ
レ
ッ
ト
各
戸
配
布
）事
業
等
に
よ
り
2
，

7
4
3
万
5
千
円
の
増
額
、教
育
費
で
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
外
構
改
修
事
業
及
び

小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
事
業
等
に
よ

り
1
，0
7
5
万
2
千
円
の
増
額
、土
木
費

で
は
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
等
に
よ
り

7
4
0
万
8
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

3,747万4千円

8,675万2千円

7,464万1千円

1億3,457万9千円

1,694万6千円

3,332万9千円

8,279万3千円

6,672万1千円

1億1,462万9千円

1,634万7千円

61.9％

23.6％

9.6％

16.1％

0.7％

△

△

78.8％

20.7％

11.1％

4.2％

0.5％

△

△

村に入ったお金は23億5,182万円（対前年度伸率45.9％）村に使ったお金は20億6,437万7千円（対前年度伸率54.5％）

◆自主財源（自主的に歳入することができる財源）

地方交付税 ：

村　　　債：

国庫支出金：

県 支 出 金：

地方譲与税：

村の財源状況に応じて国から交付され
たお金

特定の事業を行うために国などから借
り入れたお金

特定の事業を行うために国から交付さ
れた負担金、補助金などのお金

特定の事業を行うために県から交付さ
れた負担金、補助金などのお金

国税として徴収され、地方自治体へ譲
与されるお金

◆依存財源（国や県などから交付される財源）

災害復旧費：災害によって道路や山林などに生じた被害を復旧
するために使ったお金

総務費
998,880千円
48.4％

農林水産
商工費

222,688千円
10.8％

民生費
161,434千円
7.8％

公債費
159,171千円
7.7％

消防費
119,509千円
5.8％

教育費
106,333千円
5.1％

衛生費
93,931千円  4.5％

土木費
92,513千円
4.5％

災害復旧費
諸支出金
79,705千円
3.9％

議会費
30,213千円  1.5％

村　　　税：村民税や固定資産税など、村民の皆さん
に納めていただいたお金

使用料及び手数料：村の施設の使用や住民票の交付など、特
定の行政サービスを受けた人に負担して
いただいたお金

依存財源 72.7％

自主財源
27.3％

繰越金
275,998千円
11.7％

繰入金
180,000千円
7.7％

村税
91,918千円
3.9％
使用料及び
手数料ほか
49,102千円
2.1％

諸収入
44,573千円

1.9％

地方交付税
840,371千円
35.7％

村　債
392,900千円
16.7％

国庫支出金
336,018千円
14.3％

地方譲与税・各種交付金
39,144千円　1.7％

県支出金
101,796千円
4.3％

1,200

1,100

1,000

900

800

700

950

885

840834

1,031

R元年度27 28 29 30年度

110,000

105,000
103,345

98,791
96,464

92,428

91,918

100,000

95,000

90,000

85,000
27 28 29 30 R元年度

1,641
1,481

1,612

1,336

27 28 29 30年度 R元年度0

500

1,000

1,500

2,500

2,000

1,673

1,893

1,532
1,734

2,352

2,064

1,930

1,980

1,674

1,923

1,880

1,830

1,780

1,730

1,680

1,630

1,580
27 28 29 30年 R元年度末

1,661

1,712
1,739

2,400

2,000

1,600

1,200

800
27 28 29 30年 R元年度末

1,900

2,051
2,151

2,059

1,905
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総　務　費 ：庁舎の維持管理や地方創生、戸籍、徴税、選挙、監
査事務など村の総括的な事務に使ったお金

農林水産商工費：農林水産業、商工業、観光の振興などに使ったお金

民　生　費：社会福祉や医療助成など、安定した社会生活を保
証するために使ったお金

公　債　費：国などから借り入れたお金（村債）の返済などに
使ったお金

衛　生　費：健康診断や各種検診、ごみ処理など健康で衛生的
な生活環境を保つために使ったお金

土　木　費：道路、公営住宅などの整備や維持管理に使ったお金

教　育　費：小中学校、社会教育や保健体育など、教育各般に
使ったお金

消　防　費：消防や防災対策に使ったお金

繰　越　金 ：前年度から持ち越された余剰金

繰　入　金 ：基金から充当された資金

　令和元年度の一般会計・特別会計の決算が９月議会で認定されました。村民の皆さんが
納められた貴重な税金や国、県からの補助金などが、村づくりにどのように使われたのか、
村の決算の概要、財政の状況についてお知らせします。

令和元年度

　
歳
入
は
、前
年
度
よ
り
7
億
3
，9
5
9
万

6
千
円
の
増
額
で
、増
額
の
主
な
要
因
と
し

て
は
村
債
3
億
4
0
0
万
円
、国
庫
支
出
金

2
億
6
，0
5
1
万
6
千
円
の
増
額
で
、繰
越

し
事
業
で
あ
っ
た「
上
北
山
拠
点
施
設
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
」や
令
和
元
年
度
分
で
は

「
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム（
タ
ブ
レ
ッ
ト
各

戸
配
布
）事
業
」等
に
伴
い
増
額
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
3
5
．7
％
を
占
め
る
地
方
交
付

税
で
は
5
9
6
万
5
千
円
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。村
税
は
納
税
義
務
者
の
減
少
等
に

よ
り
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、村
民
税

（
個
人
・
法
人
）、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車

税
の
減
収
等
に
よ
り
前
年
度
よ
り
51
万
円

の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
増
減
と
し
て
、総
務
費
で
は

上
北
山
拠
点
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
等

に
よ
り
6
億
1
，3
6
4
万
8
千
円
の
増

額
、災
害
復
旧
費
で
は
、林
道
災
害
復
旧
費

等
に
よ
り
7
，2
4
4
万
6
千
円
の
増
額
、

消
防
費
で
は
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム（
タ

ブ
レ
ッ
ト
各
戸
配
布
）事
業
等
に
よ
り
2
，

7
4
3
万
5
千
円
の
増
額
、教
育
費
で
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
外
構
改
修
事
業
及
び

小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
事
業
等
に
よ

り
1
，0
7
5
万
2
千
円
の
増
額
、土
木
費

で
は
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
等
に
よ
り

7
4
0
万
8
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

3,747万4千円

8,675万2千円

7,464万1千円

1億3,457万9千円

1,694万6千円

3,332万9千円

8,279万3千円

6,672万1千円

1億1,462万9千円

1,634万7千円

61.9％

23.6％

9.6％

16.1％

0.7％

△

△

78.8％

20.7％

11.1％

4.2％

0.5％

△

△

村に入ったお金は23億5,182万円（対前年度伸率45.9％）村に使ったお金は20億6,437万7千円（対前年度伸率54.5％）

◆自主財源（自主的に歳入することができる財源）

地方交付税 ：

村　　　債：

国庫支出金：

県 支 出 金：

地方譲与税：

村の財源状況に応じて国から交付され
たお金

特定の事業を行うために国などから借
り入れたお金

特定の事業を行うために国から交付さ
れた負担金、補助金などのお金

特定の事業を行うために県から交付さ
れた負担金、補助金などのお金

国税として徴収され、地方自治体へ譲
与されるお金

◆依存財源（国や県などから交付される財源）

災害復旧費：災害によって道路や山林などに生じた被害を復旧
するために使ったお金

総務費
998,880千円
48.4％

農林水産
商工費

222,688千円
10.8％

民生費
161,434千円
7.8％

公債費
159,171千円
7.7％

消防費
119,509千円
5.8％

教育費
106,333千円
5.1％

衛生費
93,931千円  4.5％

土木費
92,513千円
4.5％

災害復旧費
諸支出金
79,705千円
3.9％

議会費
30,213千円  1.5％

村　　　税：村民税や固定資産税など、村民の皆さん
に納めていただいたお金

使用料及び手数料：村の施設の使用や住民票の交付など、特
定の行政サービスを受けた人に負担して
いただいたお金

依存財源 72.7％

自主財源
27.3％

繰越金
275,998千円
11.7％

繰入金
180,000千円
7.7％

村税
91,918千円
3.9％
使用料及び
手数料ほか
49,102千円
2.1％

諸収入
44,573千円

1.9％

地方交付税
840,371千円
35.7％

村　債
392,900千円
16.7％

国庫支出金
336,018千円
14.3％

地方譲与税・各種交付金
39,144千円　1.7％

県支出金
101,796千円
4.3％

1,200

1,100

1,000

900

800

700

950

885

840834

1,031

R元年度27 28 29 30年度

110,000

105,000
103,345

98,791
96,464

92,428

91,918

100,000

95,000

90,000

85,000
27 28 29 30 R元年度

1,641
1,481

1,612

1,336

27 28 29 30年度 R元年度0

500

1,000

1,500

2,500

2,000

1,673

1,893

1,532
1,734

2,352

2,064

1,930

1,980

1,674

1,923

1,880

1,830

1,780

1,730

1,680

1,630

1,580
27 28 29 30年 R元年度末

1,661

1,712
1,739

2,400

2,000

1,600

1,200

800
27 28 29 30年 R元年度末

1,900

2,051
2,151

2,059

1,905
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■
一
般
会
計
歳
入（
グ
ラ
フ
①
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、９
月
末
の

収
入
済
額
が
11
億
4
，0
5
4
万

9
千
円
で
、予
算
に
対
し
て
62.7
％

の
収
入
割
合
と
な
っ
て
お
り
、前

年
度
同
期
と
比
べ
て
10.9
％
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計
歳
出（
グ
ラ
フ
②
）

　
一
般
会
計
の
歳
出
は
、支
出
済

額
が
6
億
1
，2
8
1
万
4
千
円

で
、予
算
に
対
し
て
33.7
％
の
支
出

割
合
と
な
っ
て
お
り
、前
年
度
同

期
と
比
べ
て
2.9
％
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

■
村
税（
グ
ラ
フ
③
）

　
村
税
収
入
は
、6
，4
9
4
万
1

千
円
で
、予
算
に
対
し
て
75
％
の

収
入
割
合
で
、前
年
度
同
期
と
比

べ
て
1.4
％
高
く
な
っ
て
お
り
、村
税

の
74.8
％
が
固
定
資
産
税
、21
％
が

村
民
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
村
債
・
基
金（
表
①
・
②
）

　
村
債
残
高
は
、令
和
2
年
度
末

現
在
高
見
込
み
21
億
3
3
9
万
3

千
円
で
、前
年
度
末
と
比
べ
1
億

7
，9
9
3
万
9
千
円
増
加
す
る

見
込
み
で
す
。

　
基
金
は
、令
和
2
年
度
末
現
在

高
見
込
み
17
億
3
，4
9
1
万
7

千
円
で
、前
年
度
末
と
比
べ
て
1

億
6
，9
9
6
万
6
千
円
減
少
す

る
見
込
み
で
す
。

■
特
別
会
計（
表
③
）

　
特
別
会
計
の
収
入
済
額
は
、合

計
1
億
3
，1
0
4
万
5
千
円
で

37
％
の
収
入
割
合
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
同
期
と
比
べ
て
1.1
％
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。　

　
支
出
済
額
は
、
合
計
1
億

8
0
6
万
5
千
円
で
30.5
％
の
支
出

割
合
と
な
っ
て
お
り
、前
年
度
同

期
と
比
べ
て
1.1
％
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

■一般会計予算の収入・支出状況（令和元年度繰越明許費は含みません。）

■一般会計予算の科目別収入・支出状況（令和元年度繰越明許費は含みません。）

■村債の現在高（表①）

■基金の現在高（表②）

■特別会計予算の収入・執行状況（表③） （令和元年度繰越明許費は含みません。）

《一般会計》（グラフ②）歳出

収入状況

支出状況

（グラフ①） 歳入

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

令和2年度
上半期

　村民の皆さんに財政状況をお知らせし、村政に対するご理解と
ご協力をいただくため、村の「財政状況」を公表しています。
　令和２年度上半期（４月～９月）の予算の執行状況の概要を
お知らせします。

未支出額
12億745万5千円

66.3％

合　　　　計 

一 般 会 計
 
特 別 会 計  

区 　 分

区 　 　 　 分 予 算 現 額
令和2年9月30日現在

収入済額（収入割合） 支出済額（支出割合）

積 立 基 金

運 用 基 金

合 　 計

1,802,566

120,888

110,081

10,807

1,923,454

1,865,841

39,042

1,904,883

30

4

34

170,000

0

170,000

1,695,871

39,046

1,734,917

345,500

1,800

1,800

0

347,300

1157,594

9,767

7,708

2,059

167,361

1,990,472

112,921

104,173

8,748

2,103,393

令和元年度末
現在高

令和元年度末
現在高

令和2年度末
現在高見込み

令和2年度末
現在高見込み元金償還額借入額

とりくずし額積立額

令和2年度増減額見込み

令和2年度増減額見込み

簡易水道事業

国保診療所

支出済額
6億1,281万4千円

33.7％
予算現額

18億2,026万9千円

■村税収入の状況（グラフ③）（9月末現在）
村たばこ税
841千円 1.3％

軽自動車税
1,891千円

2.9％

固定資産税
48,559千円
74.8％

村民税
13,650千円

21.0％ 村　　税
収入済額

6,494万1千円

未収入額
6億7,972万円
37.3％

収入済額
11億4,054万9千円

62.7％

予算現額
18億2,026万9千円

会  計  名

簡 易 水 道 事 業

国 民 健 康 保 険

国 保 診 療 所

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

合     計

25,122

89,380

74,030

146,524

19,194

354,250

7,053

35,532

18,273

65,100

5,087

131,045

28.1%

39.8%

24.7%

44.4%

26.5%

37.0%

（

（

（

（

（

（

）

）

）

）

）

）

10,039

23,514

26,607

41,827

6,078

108,065

40.0%

26.3%

35.9%

28.5%

31.7%

30.5%

（

（

（

（

（

（

）

）

）

）

）

）

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

（
千
円
）

村　税

86,621
64,941
75.0%

予算現額（千円）
収入済額（千円）
収入割合

39,468
3,291
8.3%

14,325
2,970
20.7%

840,000
562,058
66.9%

196.382
72.669
37.0%

145,346
1,951
1.3%

170,000
170,000
100.0%

55,840
242,820
434.8%

194,000
0
0%

38,848
4,534
11.7%

39,439
15,315
38.8%

繰入金 繰越金 村　債 諸収入地　方
譲与税

各　種
交付金

地　方
交付税

国　庫
支出金

県
支出金

使用料及び
手数料ほか

予算現額（千円）
収入済額（千円）

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

（
千
円
）

議会費 総務費 民生費 衛生費 土木費

33,352
16,248
48.7%

予算現額（千円）
支出済額（千円）
支出割合

433,496
136,952
31.6%

245,064
102,603
41.9%

110,908
39,332
35.4%

402,656
102,053
25.3%

149,411
32,760
21.9%

106,724
40,269
37.7%

124,600
47,675
38.3%

46,902
13,750
29.3%

165,152
81,172
49.1%

2,004
0
0%

消防費 教育費 災　害
復旧費 公債費農林水産

商工費
予備費
ほ　か

予算現額（千円）
支出済額（千円）
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■
一
般
会
計
歳
入（
グ
ラ
フ
①
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、９
月
末
の

収
入
済
額
が
11
億
4
，0
5
4
万

9
千
円
で
、予
算
に
対
し
て
62.7
％

の
収
入
割
合
と
な
っ
て
お
り
、前

年
度
同
期
と
比
べ
て
10.9
％
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計
歳
出（
グ
ラ
フ
②
）

　
一
般
会
計
の
歳
出
は
、支
出
済

額
が
6
億
1
，2
8
1
万
4
千
円

で
、予
算
に
対
し
て
33.7
％
の
支
出

割
合
と
な
っ
て
お
り
、前
年
度
同

期
と
比
べ
て
2.9
％
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

■
村
税（
グ
ラ
フ
③
）

　
村
税
収
入
は
、6
，4
9
4
万
1

千
円
で
、予
算
に
対
し
て
75
％
の

収
入
割
合
で
、前
年
度
同
期
と
比

べ
て
1.4
％
高
く
な
っ
て
お
り
、村
税

の
74.8
％
が
固
定
資
産
税
、21
％
が

村
民
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
村
債
・
基
金（
表
①
・
②
）

　
村
債
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は
、令
和
2
年
度
末

現
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高
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込
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21
億
3
3
9
万
3

千
円
で
、前
年
度
末
と
比
べ
1
億

7
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9
3
万
9
千
円
増
加
す
る

見
込
み
で
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。
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年
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末
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9
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万
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千
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減
少
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見
込
み
で
す
。
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特
別
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表
③
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収
入
済
額
は
、合

計
1
億
3
，1
0
4
万
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千
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％
の
収
入
割
合
と
な
っ
て
お
り
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前
年
度
同
期
と
比
べ
て
1.1
％
低
く

な
っ
て
い
ま
す
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支
出
済
額
は
、
合
計
1
億

8
0
6
万
5
千
円
で
30.5
％
の
支
出

割
合
と
な
っ
て
お
り
、前
年
度
同

期
と
比
べ
て
1.1
％
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
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0
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0
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（

（

（

（

（

（

）

）

）

）

）

）
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40.0%
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28.5%
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（

（

（

（

（

（

）

）

）

）

）

）

1,000,000
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山やまゆり学園

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０102

０８００－７７７－８０５１

　令和 2 年 1 月 1 日から 9 月 30 日まで

の間に国民年金保険料を納付された方

へ、令和 2 年分の社会保険料（国民年金

保険料）控除証明書を送付しています。

　所得税及び住民税の申告において、今

年中に納付した国民年金保険料全額が社

会保険料控除の対象となります。

　社会保険料控除を受けるためには、納

付したことを証明する書類の添付が義務

付けられていますので、大切に保管する

ようお願いします。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関する概要、よくあるご質問

（Q＆A）等については、日本年金機構ホームページ（https://www.nenkin.go.jp/）

内に控除証明書の説明ページを設け、ご案内しています。

　同ホームページでは、控除証明書に関する

よくあるお問い合わせに 24 時間自動で回答す

る相談チャットを解説しています。

　また、今年から日本年金機構公式 Twitter

でも控除証明書について情報をツイートして

います。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を
送付します。

令和2年の

発 送 時 期

令和2年10月31日

対 　 象 　 者

令和2年1月1日から令和2年9月30日まで
の間に国民年金保険料を納付された方

令和 3年 2月 5日
（※予定）

令和2年10月1日から令和2年12月31日
までの間に国民年金保険料を納付された方

見本

みんなで築こう　人権の世紀みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち　　
　　　　育てよう　思いやりの心～
毎年12月4日から12月10日の1週間は「人権週間」
と定められ、全国的に人権啓発に取り組む週間となっ
ています。

性差別、障害者差別、外国人差別、部落差別など、
あらゆる差別や偏見をなくし、みんなが明るく暮らせ
る社会を目指しましょう。
私たち１人ひとりが、人権について正しく理解し、
周りの人の人権を尊重する意識を持つことが大切で
す。

コロナ差別のない社会にコロナ差別のない社会に

第７２回人権週間　12月4日～１０日

　新型コロナウイルス感染症は、誰しもが感染しう
る病気です。
　私たちが闘っているのは、ウイルスであり、人で
はありません。
　感染された方やその家族等への偏見や差別、誹謗
中傷（ひぼうちゅうしょう）は決して許されません。

　一人一人が人権を尊重することの重要性を正しく認
識し、これを前提として、他人の人権にも十分配慮し
た行動をとることができるよう、「誰か」のことでは
なく、自分自身のこととして考えてください。
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広　報 かみきたやま

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛

威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
冬
に

な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
始

ま
り
ま
す
。
今
年
の
冬
は
同
時
に
流
行

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
す
べ
き
で

し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
て

広
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
？
諸
説
あ

る
よ
う
で
す
が
、
最
も
信
憑
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
次
の
説
で

す
。
北
極
圏
に
あ
る
渡
り
ガ
モ
の
営
巣

地
の
湖
沼
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
常
に
存
在
し
、
そ
こ
で
新
し
く

生
ま
れ
た
ヒ
ナ
は
ウ
イ
ル
ス
の
洗
礼
を

受
け
、
成
鳥
と
な
っ
て
南
に
渡
っ
て
い

く
。
カ
モ
は
中
国
南
部
に
た
ど
り
着
き
、

ア
ヒ
ル
な
ど
の
家
禽
に
感
染
し
、
さ
ら

に
ブ
タ
に
感
染
す
る
。
ブ
タ
は
ヒ
ト
の

ウ
イ
ル
ス
に
も
感
染
す
る
た
め
、
ブ
タ

の
体
内
で
2
つ
の
ウ
イ
ル
ス
間
に
遺
伝

子
の
交
換
が
起
こ
る
。

こ
う
し
て
新
し
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。歴

史
を
辿
れ
ば
、
紀
元
前
4
1
2
年

の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代
の
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
で
は
、
平
安

時
代
や
鎌
倉
時
代
の
記
録
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、「
北
辰
一
刀
流
」
免
許

皆
伝
の
坂
本
龍
馬
が
切
り
倒
さ
れ
た
の

は
、
梅
毒
に
よ
る
神
経
症
状
以
外
に
流

感
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
に
罹
っ
て
い

た
た
め
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
長
い
期
間
戦
っ
て
き
て

未
だ
に
制
御
し
き
れ
て
い
な
い
と
は
、

ウ
イ
ル
ス
は
な
ん
て
や
っ
か
い
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
も

気
長
に
付
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

奈
良
県
医
師
会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

「
ピ
ロ
リ
菌
」
と
い
う
言
葉
を
、
一
度

は
耳
に
し
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

正
式
に
は
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ

と
い
う
名
前
で
、
胃
の
中
に
生
息
し
て

い
る
大
変
小
さ
な
細
菌
で
す
。
感
染
時

期
は
、
ま
た
免
疫
力
が
弱
い
5
歳
頃
ま

で
の
乳
幼
児
期
で
、
成
人
に
な
っ
て
か

ら
の
感
染
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

乳
幼
児
期
の
不
衛
生
な
飲
み
水
（
井
戸

水
な
ど
）、
感
染
し
て
い
る
家
族
か
ら
の

食
事
介
助
等
が
感
染
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
が
原
因
と
な
る
胃
疾
患
と

し
て
は
、「
胃
が
ん
」「
胃
M
A
L
T
リ

ン
パ
腫
」「
胃
潰
瘍
（
い
か
い
よ
う
）」「
萎

縮
性
胃
炎
（
い
し
ゅ
く
せ
い
い
え
ん
）」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
期
に
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
す
る

と
、
胃
粘
膜
が
徐
々
に
破
壊
さ
れ
、
胃

粘
膜
に
は
痛
覚
が
な
い
た
め
、
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
胃
炎
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
に
塩
分
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

発
が
ん
性
物
質
な
ど
が
加
わ
る
事
に
よ

り
、
胃
が
ん
や
胃
潰
瘍
が
発
生
し
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
方
法
は
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
胃
内
視
鏡
検
査
を
し
て

胃
粘
膜
を
採
取
し
て
調
べ
る
方
法
、
血

液
検
査
、
便
検
査
、
尿
検
査
、
呼
気
試

験
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険

を
使
っ
て
調
べ
る
に
は
、
最
初
に
胃
内

視
鏡
検
査
を
し
て
胃
が
ん
お
よ
び
胃
炎

の
有
無
な
ど
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

検
査
で
ピ
ロ
リ
菌
を
認
め
た
場
合
は
、

薬
を
1
週
間
内
服
す
る
事
で
9
割
前
後

の
方
が
除
菌
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
度
除

菌
が
成
功
す
る
と
再
感
染
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

胃
が
ん
、
胃
潰
瘍
の
発
生
頻
度
が
減
少

し
ま
す
。
た
だ
し
高
齢
で
除
菌
を
行
っ

た
場
合
は
、
そ
の
効
果
が
少
な
い
事
も

分
か
っ
て
い
ま
す
。

40
歳
を
超
え
た
ら
胃
部
症
状
が
な
く

て
も
、
ぜ
ひ
一
度
は
、
胃
内
視
鏡
検
査

を
す
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

奈
良
県
医
師
会

ピ
ロ
リ
菌
と
胃
の
病
気

　
厚
生
労
働
省
は
「
健
康
日
本

21
」
の
中
で
「
節
度
あ
る
適
度

な
飲
酒
」
を
以
下
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
ま
す
。「
通
常
の
ア

ル
コ
ー
ル
代
謝
機
能
を
有
す
る

日
本
人
に
お
い
て
は
、
節
度
あ

る
適
度
な
飲
酒
と
し
て
、
一
日

平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20
ｇ
程

度
で
あ
る
」。
こ
の
20
ｇ
と
は
、

大
体
「
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
1
本
」

「
日
本
酒
1
合
」「
酎
ハ
イ
（
７

％
）
3
5
0
m
l
缶
1
本
」「
ウ

イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
1
杯
」
な
ど

に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
数
値
は

日
本
人
や
欧
米
人
を
対
象
と
し

た
大
規
模
な
研
究
か
ら
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
費
量
と
総
死
亡
率
の

関
係
を
検
討
し
、
そ
れ
を
根
拠

に
割
り
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
ず
、
次
の
場
合
は
お
酒
を

飲
む
こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

①
未
成
年
者
　
心
身
の
発
達
を

害
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め

②
飲
酒
運
転
　
運
動
機
能
が
低

下
す
る
た
め
（
道
路
交
通
法
）

　
ま
た
、
強
制
的
に
イ
ッ
キ
飲

み
さ
せ
る
行
為
は
、
急
性
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
を
起
こ
さ
せ
、
最

悪
の
と
き
に
は
「
死
」
と
い
う

結
果
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
正
し
い
お
酒
の
飲
み
方
」＝

「
適
正
飲
酒
」
と
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を

わ
か
り
や
す
く
簡
潔
に
整
理
し

た
も
の
が
「
適
正
飲
酒
の
10
か

条
」
で
す
。

　
①
談
笑
し
、
楽
し
く
飲
む
の

が
基
本
で
す
。
　
②
食
べ
な
が

ら
適
量
範
囲
で
ゆ
っ
く
り
と
　

③
強
い
酒
　
薄
め
て
飲
む
の
が

お
す
す
め
で
す
　
④
つ
く
ろ
う

よ
　
週
に
２
回
は
休
肝
日
　
⑤

や
め
よ
う
よ
　
き
り
な
く
長
い

飲
み
続
け
　
⑥
許
さ
な
い
　
他

人
へ
の
無
理
強
い
・
イ
ッ
キ
飲

み
　
⑦
ア
ル
コ
ー
ル
　
薬
と
一

緒
は
危
険
で
す
　
⑧
飲
ま
な
い

で
　
妊
娠
中
と
授
乳
期
は
　
⑨

飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴
　
要
注

意
　
⑩
肝
臓
な
ど
　
定
期
検

査
を
忘
れ
ず
に

飲
酒
習
慣

　ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト

　
自
分
自
身
の
飲
酒
習
慣
を
次

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
で

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
左
図
）

　
年
末
年
始
と
な
り
、
飲
酒
の

機
会
も
増
え
ま
す
。
適
正
飲
酒

を
守
り
、
楽
し
く
健
康
的
に
お

酒
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

お

酒

と

健

康

適
正
飲
酒
の
10
か
条

飲酒習慣スクリーニングテスト（AUDIT）

過去1年間の飲酒の状況について、あてはまる番号を 
□ の欄にご記入ください。各番号は点数を示します。

AUDITの点数が示す飲酒の影響と望ましい対処

AUDIT（The Alcohol Use Disorders Identification Test)は、
WHO（世界保健機関）が開発した、飲酒問題の程度を調べるテストです。

①あなたはアルコール含有飲料をどのくらいの
頻度で飲みますか？

0. 飲まない
1. 1ヶ月に１度以下
2. 1ヶ月に2～4度
3. 1週間に2～3度
4. 1週間に4度以上

⑥過去 1年間に、深酒の後、体調を整えるために、朝に迎
え酒をしたことが、どのくらいの頻度でありましたか？
0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

②飲酒するときは通常、お酒の純アルコール換
算でどのくらいの量を飲みますか？

0. 1～ 2ドリンク（10～29g）
1. 3～ 4ドリンク（30～49g）
2. 5～ 6ドリンク（50～69g）
3. 7～ 9ドリンク（70～99g）
4. 10ドリンク以上（100g以上）

今のところ、危険の少ないお酒の飲み方です。
今後も健康的なお酒との付き合いを心がけましょう。
将来、あなたの健康や社会生活に影響が出る恐れがあります。
節度ある飲酒を心がけましょう。
今の飲酒習慣ではアルコール依存になる恐れがあります。
飲酒量を減らすことを強くお勧めします。

◇0～8点 

◇9～14点

◇15点～ 

⑦過去 1 年間に、飲酒後、罪悪感や自責の念にから
れたことが、どのくらいの頻度でありましたか？

0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

③1 度に純アルコール換算で 60g 以上飲酒す
ることがどのくらいの頻度でありますか？
0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

⑧過去 1 年間に、飲酒のため前夜の出来事を思い出せ
なかったことが、どれくらいの頻度でありましたか？

0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

④過去 1 年間に飲み始めると止められなかった
ことがどのくらいの頻度でありましたか？
0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

⑨あなた自身の飲酒のために、あなた自身がけ
がしたり、他の誰かにけがを負わせたこと
がありますか？
0. ない
2. あるが、過去1年間はなし
4. 過去1年間にあり

⑤過去 1年間に、普通だと行えることを飲酒していたために
できなかったことが、どのくらいの頻度でありましたか？

0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

⑩肉親や親戚、友人、医師、あるいは健康管理に携わ
る人が、あなたの飲酒について心配したり、飲酒量
を減らすように勧めたりしたことがありますか？
0. ない
2. あるが、過去1年間はなし
4. 過去1年間にあり

最後に合計点数もご記入ください。 合計 点

0点
危険の少ない
飲酒

危険の高い
飲酒

アルコール
依存の疑い

8点 15点
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広　報 かみきたやま

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛

威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
冬
に

な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
始

ま
り
ま
す
。
今
年
の
冬
は
同
時
に
流
行

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
す
べ
き
で

し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
て

広
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
？
諸
説
あ

る
よ
う
で
す
が
、
最
も
信
憑
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
次
の
説
で

す
。
北
極
圏
に
あ
る
渡
り
ガ
モ
の
営
巣

地
の
湖
沼
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
常
に
存
在
し
、
そ
こ
で
新
し
く

生
ま
れ
た
ヒ
ナ
は
ウ
イ
ル
ス
の
洗
礼
を

受
け
、
成
鳥
と
な
っ
て
南
に
渡
っ
て
い

く
。
カ
モ
は
中
国
南
部
に
た
ど
り
着
き
、

ア
ヒ
ル
な
ど
の
家
禽
に
感
染
し
、
さ
ら

に
ブ
タ
に
感
染
す
る
。
ブ
タ
は
ヒ
ト
の

ウ
イ
ル
ス
に
も
感
染
す
る
た
め
、
ブ
タ

の
体
内
で
2
つ
の
ウ
イ
ル
ス
間
に
遺
伝

子
の
交
換
が
起
こ
る
。

こ
う
し
て
新
し
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。歴

史
を
辿
れ
ば
、
紀
元
前
4
1
2
年

の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代
の
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
で
は
、
平
安

時
代
や
鎌
倉
時
代
の
記
録
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、「
北
辰
一
刀
流
」
免
許

皆
伝
の
坂
本
龍
馬
が
切
り
倒
さ
れ
た
の

は
、
梅
毒
に
よ
る
神
経
症
状
以
外
に
流

感
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
に
罹
っ
て
い

た
た
め
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
長
い
期
間
戦
っ
て
き
て

未
だ
に
制
御
し
き
れ
て
い
な
い
と
は
、

ウ
イ
ル
ス
は
な
ん
て
や
っ
か
い
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
も

気
長
に
付
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

奈
良
県
医
師
会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

「
ピ
ロ
リ
菌
」
と
い
う
言
葉
を
、
一
度

は
耳
に
し
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

正
式
に
は
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ

と
い
う
名
前
で
、
胃
の
中
に
生
息
し
て

い
る
大
変
小
さ
な
細
菌
で
す
。
感
染
時

期
は
、
ま
た
免
疫
力
が
弱
い
5
歳
頃
ま

で
の
乳
幼
児
期
で
、
成
人
に
な
っ
て
か

ら
の
感
染
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

乳
幼
児
期
の
不
衛
生
な
飲
み
水
（
井
戸

水
な
ど
）、
感
染
し
て
い
る
家
族
か
ら
の

食
事
介
助
等
が
感
染
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
が
原
因
と
な
る
胃
疾
患
と

し
て
は
、「
胃
が
ん
」「
胃
M
A
L
T
リ

ン
パ
腫
」「
胃
潰
瘍
（
い
か
い
よ
う
）」「
萎

縮
性
胃
炎
（
い
し
ゅ
く
せ
い
い
え
ん
）」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
期
に
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
す
る

と
、
胃
粘
膜
が
徐
々
に
破
壊
さ
れ
、
胃

粘
膜
に
は
痛
覚
が
な
い
た
め
、
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
胃
炎
と
な
り

ま
す
。
そ
こ
に
塩
分
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

発
が
ん
性
物
質
な
ど
が
加
わ
る
事
に
よ

り
、
胃
が
ん
や
胃
潰
瘍
が
発
生
し
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
方
法
は
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
胃
内
視
鏡
検
査
を
し
て

胃
粘
膜
を
採
取
し
て
調
べ
る
方
法
、
血

液
検
査
、
便
検
査
、
尿
検
査
、
呼
気
試

験
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険

を
使
っ
て
調
べ
る
に
は
、
最
初
に
胃
内

視
鏡
検
査
を
し
て
胃
が
ん
お
よ
び
胃
炎

の
有
無
な
ど
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

検
査
で
ピ
ロ
リ
菌
を
認
め
た
場
合
は
、

薬
を
1
週
間
内
服
す
る
事
で
9
割
前
後

の
方
が
除
菌
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
度
除

菌
が
成
功
す
る
と
再
感
染
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

胃
が
ん
、
胃
潰
瘍
の
発
生
頻
度
が
減
少

し
ま
す
。
た
だ
し
高
齢
で
除
菌
を
行
っ

た
場
合
は
、
そ
の
効
果
が
少
な
い
事
も

分
か
っ
て
い
ま
す
。

40
歳
を
超
え
た
ら
胃
部
症
状
が
な
く

て
も
、
ぜ
ひ
一
度
は
、
胃
内
視
鏡
検
査

を
す
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

奈
良
県
医
師
会

ピ
ロ
リ
菌
と
胃
の
病
気

　
厚
生
労
働
省
は
「
健
康
日
本

21
」
の
中
で
「
節
度
あ
る
適
度

な
飲
酒
」
を
以
下
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
ま
す
。「
通
常
の
ア

ル
コ
ー
ル
代
謝
機
能
を
有
す
る

日
本
人
に
お
い
て
は
、
節
度
あ

る
適
度
な
飲
酒
と
し
て
、
一
日

平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20
ｇ
程

度
で
あ
る
」。
こ
の
20
ｇ
と
は
、

大
体
「
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
1
本
」

「
日
本
酒
1
合
」「
酎
ハ
イ
（
７

％
）
3
5
0
m
l
缶
1
本
」「
ウ

イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
1
杯
」
な
ど

に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
数
値
は

日
本
人
や
欧
米
人
を
対
象
と
し

た
大
規
模
な
研
究
か
ら
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
費
量
と
総
死
亡
率
の

関
係
を
検
討
し
、
そ
れ
を
根
拠

に
割
り
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
ず
、
次
の
場
合
は
お
酒
を

飲
む
こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

①
未
成
年
者
　
心
身
の
発
達
を

害
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め

②
飲
酒
運
転
　
運
動
機
能
が
低

下
す
る
た
め
（
道
路
交
通
法
）

　
ま
た
、
強
制
的
に
イ
ッ
キ
飲

み
さ
せ
る
行
為
は
、
急
性
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
を
起
こ
さ
せ
、
最

悪
の
と
き
に
は
「
死
」
と
い
う

結
果
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
正
し
い
お
酒
の
飲
み
方
」＝

「
適
正
飲
酒
」
と
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を

わ
か
り
や
す
く
簡
潔
に
整
理
し

た
も
の
が
「
適
正
飲
酒
の
10
か

条
」
で
す
。

　
①
談
笑
し
、
楽
し
く
飲
む
の

が
基
本
で
す
。
　
②
食
べ
な
が

ら
適
量
範
囲
で
ゆ
っ
く
り
と
　

③
強
い
酒
　
薄
め
て
飲
む
の
が

お
す
す
め
で
す
　
④
つ
く
ろ
う

よ
　
週
に
２
回
は
休
肝
日
　
⑤

や
め
よ
う
よ
　
き
り
な
く
長
い

飲
み
続
け
　
⑥
許
さ
な
い
　
他

人
へ
の
無
理
強
い
・
イ
ッ
キ
飲

み
　
⑦
ア
ル
コ
ー
ル
　
薬
と
一

緒
は
危
険
で
す
　
⑧
飲
ま
な
い

で
　
妊
娠
中
と
授
乳
期
は
　
⑨

飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴
　
要
注

意
　
⑩
肝
臓
な
ど
　
定
期
検

査
を
忘
れ
ず
に

飲
酒
習
慣

　ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト

　
自
分
自
身
の
飲
酒
習
慣
を
次

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
で

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
左
図
）

　
年
末
年
始
と
な
り
、
飲
酒
の

機
会
も
増
え
ま
す
。
適
正
飲
酒

を
守
り
、
楽
し
く
健
康
的
に
お

酒
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

お

酒

と

健

康

適
正
飲
酒
の
10
か
条

飲酒習慣スクリーニングテスト（AUDIT）

過去1年間の飲酒の状況について、あてはまる番号を 
□ の欄にご記入ください。各番号は点数を示します。

AUDITの点数が示す飲酒の影響と望ましい対処

AUDIT（The Alcohol Use Disorders Identification Test)は、
WHO（世界保健機関）が開発した、飲酒問題の程度を調べるテストです。

①あなたはアルコール含有飲料をどのくらいの
頻度で飲みますか？

0. 飲まない
1. 1ヶ月に１度以下
2. 1ヶ月に2～4度
3. 1週間に2～3度
4. 1週間に4度以上

⑥過去 1年間に、深酒の後、体調を整えるために、朝に迎
え酒をしたことが、どのくらいの頻度でありましたか？
0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

②飲酒するときは通常、お酒の純アルコール換
算でどのくらいの量を飲みますか？

0. 1～ 2ドリンク（10～29g）
1. 3～ 4ドリンク（30～49g）
2. 5～ 6ドリンク（50～69g）
3. 7～ 9ドリンク（70～99g）
4. 10ドリンク以上（100g以上）

今のところ、危険の少ないお酒の飲み方です。
今後も健康的なお酒との付き合いを心がけましょう。
将来、あなたの健康や社会生活に影響が出る恐れがあります。
節度ある飲酒を心がけましょう。
今の飲酒習慣ではアルコール依存になる恐れがあります。
飲酒量を減らすことを強くお勧めします。

◇0～8点 

◇9～14点

◇15点～ 

⑦過去 1 年間に、飲酒後、罪悪感や自責の念にから
れたことが、どのくらいの頻度でありましたか？

0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

③1 度に純アルコール換算で 60g 以上飲酒す
ることがどのくらいの頻度でありますか？
0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

⑧過去 1 年間に、飲酒のため前夜の出来事を思い出せ
なかったことが、どれくらいの頻度でありましたか？

0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

④過去 1 年間に飲み始めると止められなかった
ことがどのくらいの頻度でありましたか？
0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

⑨あなた自身の飲酒のために、あなた自身がけ
がしたり、他の誰かにけがを負わせたこと
がありますか？
0. ない
2. あるが、過去1年間はなし
4. 過去1年間にあり

⑤過去 1年間に、普通だと行えることを飲酒していたために
できなかったことが、どのくらいの頻度でありましたか？

0. ない
1. 1ヶ月に1度未満
2. 1ヶ月に1度
3. 1週間に1度
4. 毎日あるいはほとんど毎日

⑩肉親や親戚、友人、医師、あるいは健康管理に携わ
る人が、あなたの飲酒について心配したり、飲酒量
を減らすように勧めたりしたことがありますか？
0. ない
2. あるが、過去1年間はなし
4. 過去1年間にあり

最後に合計点数もご記入ください。 合計 点

0点
危険の少ない
飲酒

危険の高い
飲酒

アルコール
依存の疑い

8点 15点
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主な内容 村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和2年11月1日現在

世帯数
人　口
男　性
女　性
面　積

３０３（±０）
４８９（－１）
２５１（－１）
２３８（±０）
274.22k㎡

【11月30日】
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・国民健康保険税　  第5期
・後期高齢者医療保険料　第5期

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

10/17　第13回ふれあい祭り

Ｐ２～3
Ｐ3
Ｐ4～５
Ｐ６～7
Ｐ８

村の出来事……………………………………
ふるさと納税にご協力ください……………
令和元年度決算報告………………………
令和2年度上半期財政状況の公表…………
年金だより……………………………………

Ｐ9
Ｐ10
Ｐ11
Ｐ12

第72回人権週間ほか…………………………
奈良県医師会健康情報………………………
保健師だより…………………………………
上北山村長選挙………………………………

 
 
 
 

上北山村長選挙上北山村長選挙

任期満了に伴う「上北山村長選挙」は 12 月 1 日に告示され、12 月
6 日に投票が行われます。村長選挙は、わたしたちの代表として、これ
からの 4 年間の村政を担う首長を選ぶ大切な選挙です。村の将来を決
める貴重な 1 票を無駄にしないよう投票日には皆さんそろって投票しま
しょう。

次の（1）～（3）の要件を満たす人です。
（1）平成 14年 12月7日以前に出生した人。
（2）令和 2 年 8 月 30 日以前に上北山村に住民登録をし、引き続き 3

か月以上村内に居住している人。（ただし、投票日当日までに村
外へ転出された人は投票できません。）

（3）令和 2年 12 月 6日現在で、公職選挙法の規定による選挙権の停
止を受けていない人。

投票日 12月6日（日）
問い合わせ先　上北山村選挙管理委員会　☎2－0001

●投票できる人

投票所での投票時間は、午前 7 時から午後 6 時までです。投票所は、
村選挙管理委員会が郵送する「投票所入場券」に記載されています。投
票の際には、入場券を忘れずにお持ちください。
投票所では、受付が済むと投票用紙が渡されます。自分の選びたい「候
補者 1人の氏名」を書いて投票してください。
※体が不自由な人や字の読み書きができない人は、代理投票ができます。詳
しくは係員にご相談ください。

●投 票 時 間

投票日に仕事や冠婚葬祭などの予定のある人、何らかの用事があり投
票区の区域外に旅行や滞在が見込まれる人などは、期日前投票ができま
す。
・期間　12月2日（水）～12月5日（土）
・時間　午前 8時 30分～午後 8時
・場所　上北山村振興センター　2階会議室

●期日前投票

出稼ぎなどで村外に滞在している人は滞在先の市区町村の選挙管理委
員会で、不在者投票ができる施設として指定されている病院や老人ホーム
などに入院・入所している人は、施設内で不在者投票ができます。また、体が
不自由で投票所に行けない人は、あらかじめ「郵便等投票証明書」の交付を
受けることにより、自宅で郵便による方法で投票ができます。この方法で投
票ができる人は、身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険保険者証のい
ずれかをお持ちの人で、それぞれの定められた障害の程度にあてはまる人
に限られます。いずれも手続きに日数を要しますのでご注意ください。

●不在者投票

・日時　12月6日（日）午後8時から
・場所　上北山村振興センター　大集会室
※参観はできますが、会場の都合で人数等を制限する場合があります。

●開　　　票


